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はじめに

北海道大学の棚井敏雅教授はSwcdish Muscum of Natural Historyに滞在して、1879年 10月 探

検船Vcga号 (船長 ;Dr Nordenskiё ld)が 長崎市茂木町白岩海岸から持ち帰つた化石植物群 と地

質調査所で茂木地方から追加採取した試料も併せて、印象として残る葉脈の微細構造を観察 し

て植物形態学的立場から再検討を行った。その結果、Nathorst(1883)お よびFlorin(1920)が

約74種 と識別・記載 した鮮新世茂木植物群を、被子植物・裸子植物の31科 40属 52種に精選 した

茂木植物群の約60%は Fαg″sで ある。それ以外のJrrg/α″s、 Cαψノ′″S、 Zιルοッα、ニノクノあ″bα′、

Sο″わ″s、 所sた″′α、 及″′力ο
`ノ

ン772、 Иσι′、 Srl″αχ、 r7/7α とDノ Os′ッ″οSは 虐争通に Jき られ、 なかには
′′
`χ
、ε′α

`ο
εαψ″sと シ″ρ′ο

`ο
Sの ような少数の常緑樹も含まれている。茂木植物群はすべて絶

滅種であるが、現世種に最も近縁なものは コ′′′′οs″αq/〃ノブα″′力α Sicb ct Zucc.で ある。

Tanai(1976)の リス トにはNathorst(1883)が Pカノ′″θ″ Sp.と 記載 したイネ科植物やそれに

類する葉片約10種は含まれていない。

茂木植物群は、現在の中部～西日本の標高300～ 800mの 高度に群生 している落葉性広葉樹の

森林相にあたる。現生森林と比較すると海岸から離れた場所に生育した茂木植物群が、より低

い気候区の特徴を表 している。茂木植物群のしめす寒さの指数 (CI)は 0° から-2° で温和、

温量指数 (WI)は 100° から110° の暖かさにある.茂木植物化石を含有する堆積物は海成層で
はない。これらの茂木植物群の年代推定は、化石植物に基づいておこなった。この論文の終幕

を構成する年代論は、古植物学による組織的再調査に基づいて、茂木植物群の生育 した時期を

後期鮮新世と結論した。

Ⅱ 茂木植物化石層の堆積年代
茂木植物化石層の堆積年代について、筆者は長崎火山周辺の茂木植物化石層 =喜々津植物化

石層とその同等層を火山層序学的にくまなく検討 し、長い間Tanai(1976)の 結論を疑間視 して

きた。

*長
崎市人つ尾町 26-15
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Ⅲ Tanal(1976)に よる校閲リス ト

Nathorst(1883)お よびF orln(1920)の 記載した鮮新世茂木植物群の校閲リス ト

丁axodiaceae  すぎ科

l νθねsθ 9υOね 00ε′dθηla″s(Newberry)Chaneyす ぎ科 メタセコイヤ (イ チイヒノキ),《 5》 ,p432-2174

Betulaceae    かばのき禾斗

30η夕佃 ssむηOρわ/11a Nathorstか ばのき科 ナ トホルス トシデ,《 5》 ,p460-2331
」uglandaceae   くるしみ不斗

2」υgノansyaρ Oη′ca Tanaiく るみ科 オニグルミ～クルミ類,≪ 6≫ ,p21-83

4 Cap′ nυs sυわεOrdaね Nathorstか ばのき科 ムカシサワシバ,《 5≫ ,p460-2325

5 Capl17υs sρ かばのき科 シデ類,《 5》 ,p460-2325～ 2327
6 0srrya sゎ′raglana Huz okaか ばのき科 シラギアサダ, ≪ 5》 ,p460-2337

Fagaceae      らヾ′1不斗

7亀 gυs s`υχわθり
'(Nathorst)Tanaぶ

な科 ムカシブナ,殻斗,≪ 5≫ ,p462-2344

7 Fagυ s srυχわθリア(Nathorst)Tanaぶ な科 ムカシブナ,葉 ,≪ 5》 ,p462-2344

∪lmaceae    にれ不斗
80θノ″s ηOrdθnsk,0層,Nathorstに れ科 ムカシエノキ,《 8≫ ,p200‐ 2
9 Tll′a dsねns Nathorstし なのき科 モギヘラノキ,《 5≫ ,p488-2485

10 ty′ mυs m′Oρυmノノa Hu et Chaneyにれ科 チュウシンニレ,≪ 5》 ,p468-2365

1l L/ノ mυs cF ρЮttρορ
'Ca Tana et Onoeに

れ科 ムカシハルニレ,≪ 5》 ,p468-2366

12 Zθ /々Oya υηgerl Kovatsに れ科 ムカシケヤキ,≪ 5》 ,p.466-2357～ 2359

Magnoliaceae もくれん科

13 Magnοぬ d′cksOη′Nathorstも くれん科 ムカシモクレン～ホオノキ類,≪ 6≫ ,p l14-456

14んイagnOlla θノ/ゎ″ca Tanal et Onoeも くれん科 ミトクモクレン,《 8≫ ,p200-15
Schisandraceae ま■)ら さヾ不斗

1 5 κaσsυra ρЮloyaρ Oρわa Tanaiま つぶさ科 サネカズラ類,《 6》 ,p120‐ 477

16 Sεわlsan″ a Flor′ρノTanaiま つぶさ科 マツプサ類,≪ 6≫ ,pl19-475
Lauraceae    くすのき不斗

170/7ηamOmυ m Oi m′ 00θnυm Montaく すのき科 モリタクス,≪ 5》 ,p472-2387

18どησθra r7ち /誡ηηS's Huzloka et∪ emuraく すのき科 クロモジ類,《 6》 ,p124-495
19どρσθra ci sθ″cea(S etZ)B umeく すのき科 ケクロモジ,《 6≫ ,p125-497
丁heaceae    つばき不斗
20 Srem/arrla sυゎmOnaσθゎわa Tana et onoe つばき科 ムカシヒメシャラ,≪ 5》 ,

p480-2436

Hamamelidaceae まんさく科

21と oυttmbar179,Os1/7/ca Hu et Chaneyま んさく科 チュウシンフウ,《 5≫ ,p.474-2405

saxrragaceae ゆきのした科

22 Dθυレla r770gわηsls Tanaゆ きのした科  モギウツギ,《 6≫ ,p245-978
Rosaceae      l∫ ら不斗

23 0ttθ 170ttθ′θS Oわ /ο ra17r170′ σθs(Nathorst)HuZiOka et Takahashi′ ドケ類, ばら禾斗

モギボケ, ≪6》 ,p270-1077

24 PrυηL/s rlorゎ′Tanai  ばら禾斗ウメ類,《 6≫ ,p302-1205

25 Prυnυs naめOrs″ Tanal ばら科 サクラ類,≪ 6》 ,p306-1221
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TANAI(1976)に よる NATHORST(1883)お よび FLORIN(1920)の 記載 した鮮新 1性 茂木植物群の校閲 リス トの紹介

l

26 Pyracanめ anゎροη′Ca Tanaば ら科 タチバナモ ドキ,≪ 6≫ ,p.262-1047

,      27 SOrbυ sノθs9υθκυ
'(′

Nathorstば ら科 アズキナシ,《 6≫ ,p.266‐ 1062は 却ηυ s″rma S eb eti       Zuccか
ばのき科 ヤシャブシ,《 6》 ,p34-134に 酷似する.

Leguminosae  まめ科
〕      28ん イaackla Oρθθ,Matsuoオ ノエムカシエンジュ (イ ヌエンジュ類),《 HuZ Oka,1963》 ,p240,p152,lg 7～ 8

2971s`θ rla Fallaχ (Nathorst)Tana et onoeムカシフジ,≪ 5》 ,p478-2418,

|            
く《Florin,1920》 ,p205,a35,lg 8

EuphOrbiaceae   とうだいぐさ禾斗

,      30 Saρ′υm mοノθnsθ Tanaiと うだぃぐさ科  モギシラキ,≪ 6》 ,p367‐ 1467
)     Rutaceae    みかん科

31 Zanめ Ox/1υ m θηノθrl(Nathorst)Tanalみ かん科 カラスサンショウ類,≪ 6》 ,p375-1497

1          Anacardiaceae   うるし禾斗

32Pわυs ρaめοrs`′ Tanalう るし科 ヤマウルシ類,《 6》 ,p390-1558

1     Aceraceae   
かえで科

33ハ cer1/7`θgerr1/nυ m(∨iV an)Massa ongoか えで科 ムカシイタヤ,≪ 5》 ,p484-2457.
34ハ cer ηOだθns々ノ0ノd Nathorstか えで科 モギカエデ,《 5》 ,p482-2446～ 2447

1          Sapinadaceae   むくろじ禾斗

35.Sap17συsね na′′Onoeむ くろじ科  タナイムクロジ,《 5》 ,p486-2469

1     Sabiaceae   あわぶき科
36.νθ/'Osma cF/77yrlanrF7a Sieb et Zuccあ わぶき科 アワブキ,《 6》 ,p402-1607
Aquifoliaceae  もちのき科

'        37 〃θχ/聡θrア Nathorstも ちのき禾斗 タラヨウ類, ≪Florin,1920》 ,p208-p136,lg 6
38 〃θχ′υndわノadaθ Tana もちのき下斗 タラヨウ類 ,

1      39ノ /θχ OηOθl Tanaも ちのき科 タラヨウ類,≪ 6≫ ,p408-1629
Rhamnaceae  くろうめもどき科

〕     40Rわ amηυs cF cOsねねMax m くろうめもどき科 クロウメモ ドキ類,《 6》 ,p423-1689
)         Vitaceae       

らミどう禾斗

41 略 ls・ ηaυ /77aηρ′(Nathorst)Tanaiぶ どう科 エビズル類,≪ 6≫ ,p425-1697
1         巨laeocarpaceae  ほるとのき不斗

42日aθOcapυ s″Orlnノ Tanaほ るとのき科  コバンモチ類,≪ 6≫ ,p428-1712
,      43 Elaθ οθa″υs saρOrranυs(Nathorst)Tanaほ るとのき科 コバンモチ類,《 6》 ,p428-1712

Tiliaceae    しなのき科
44 Tlね dsねρs Nathorstし なのき科 モギヘラノキ,≪ 5》 ,p488-2485.

I     Cornaceae   みずき科
45 00rηυs sυ わ々 Oυsa Tanal et OnOeみ ずき科 サントウミズキ,≪ 6》 ,p494-1973

1      46 00rρυs mθgaρわ/ぬ Hu et Chaneyみ ずき科 サントウミズキ,《 6≫ ,p494-1973
Clethraceae      りょうらヾ不斗

47 αθめ僣 maχ llmOИ″εz′′Nathorstり ょうぶ科 モギリョウブ,≪ 5≫ ,p492-2507
1          Ericaceae       つつじ不斗

48 Er7々 ,anr/7υ s alr19υ′s`′ (Nathorst)Tanaつ つじ科 ネジキ類,≪ 6≫ ,p545-2178
1         匿benaceae     かきのき不斗

49 Dospv(ss ηOrσ9yls″ Nathorstか きのき科  カキ類,《 6》 ,p567-2266
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Styracaceae    えごのき不斗

50.Sryraχ  ρOわ0わassね Tana et Onoeえ ごのき科 ムカシハクウンボク,≪ 5》 ,p492-2519

513/raχ  ρro`9ノaροηたa Tanaiえ ごのき科 エコノキ,《 5》 ,p500-2583

Symplocaceae   lまいのき不斗

52シmρノOcOs sm肋 ′F orin はいのき科  サワフタギ類,≪ 6≫ ,p568-2269.
Caprifoliaceae  すいかずら科

53.И ttr77υm y/ゎυrn′ Fo/′υm(Nathorst)Tanaす ぃかずら科ガマズミ類,《 6≫ ,p707-2826

【誰】Tanai(1976)の p342に Insertae Sedisと して記載してある Carpites sibiriakofi(Nathorst)

Tanaiは 、筆者の図鑑・図譜類では検索できなかつたので本リストからは除外した

茂木植物化石層のFission track年 代は、5.68± 0.51 Ma FT[田 島ほか,1985]を しめし、長崎市

矢筈岳南西部では茂木植物化石層と同等層の角閃石デイサイ ト質火山角礫岩層に貫入したかんらん

石複輝石安山岩=矢筈岳 HMAが 見られるが、本岩は57± 0 3 Ma K Ar[白 木ほか, 2000]を しめす
ことから、茂木植物化石層のLt積年代は中新世後期と推定する。なお、茂木植物化石層=喜々津植

物化石層には新期のものもあるのでTanai(1976)の 結論のすべてを否定するものではない。

Ⅳ おわりに
長崎地方で普通に見かける茂木植物群でブナ、メタセコイア、カエデ、フウ、ケヤキのように化

石葉脈が鮮明で、特徴あるものはおおよその同定はできるようですが、そうでないものは判別が困

難です。茂木植物群の52種は絶滅種ですが、その内の大部分の化石植物と近縁のものは、図書館に

常備してある図鑑 。図譜類を検索して科名までは容易に同定できるようです。

茂木植物群の学名、科名、和名の記載については ≪ 5≫ 、p4322174と したものは V 図鑑・

図譜の ≪ 5≫ Jヒ隆館編、1986、 学生版日本古生物図鑑の p432の第2174図 にメタセコイアとして

掲載、≪6≫、p4941973と したものは牧野富太郎,1989,新 日本植物図鑑の p494の第1973図 に

ミズキとして掲載されているという意味です。

謝辞 Tanai(1976)に よる鮮新世茂木植物群校閲リス トの紹介にあたり、長崎大学の鎌田泰彦名誉

教授にはNathorst,(1883)、 Florin,(1920)、 Tanai,(1976)の貴重な原著論文をご貸与くださり、

茂木植物化石層と茂木植物群についてご指導をたまわりました。地質調査所の尾上 亨先生には、

伯者植物群、えびの化石ll●物群、小国化石植物群の専報をご恵与くださり、全国の鮮新世～中新世

ブナ類葉脈の形態学的特徴と茂木植物群のいくつかの特徴種についてもご教示くださると共に、大

型植物化石写真の撮影方法についてもご実演いただきました。県立長崎西高校の川原和博氏には肋日

納, 1970]を ご恵贈いただきました。また地質調査所火山研究室長松井和典先生には、尾上先生な

らびに地質調査所の主要施設をご紹介いただきました。上記の諸先生にたいし哀心より感謝申しあ

げます。このほか各研究室でご指導くださつた地質調査所の多くの先生方にも深謝いたします。
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